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＜連絡事項＞
・入院診療計画書作成の際、管理栄養士は1/20から沼畑みさとさんで記載して下さい。
＜患者様連絡事項＞
・中居　松男様～療養環境変更目的にて東B→西Bへ転出となる。
・竹洞　総子様～9:30自宅へ退院となる。
・三浦　みよ子様～IFオーダーに便秘時追加、センナリド処方となる。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞

・立花　圭様～時間隔離中。自室にて過ごされている。他者と物の取り引きをしており介入、介入に対して易怒性や粗暴性なく対応穏やか。他者トラブルなし。続き精神症状の変化に注意し観察行っていく。
・恵茂田　義春様～終日隔離中。10～15時の開放観察行っている。開放時はホールにて過ごされている。訴えの頻回さや過度な飲水行為なく対面時穏やか。引き続き精神症状の変化に注意し観察し、早期の処遇改善を目指して看護介入行っていく。
＜要注目患者情報＞
・市澤　武志様～食事は朝、昼共に1/4摂取。介護抵抗等なく落ちついている。
・和田　みよ子様～11：40振戦あり。体温39.2℃　クーリング中止し保温している。以後悪寒・振戦消失したためクーリング開始。
・高橋　末吉様～バイタルサインの異常はなし。痰絡みあり、都度吸引施行。経管栄養もトラブルなく施行している。
・稲荷　幸七様～血圧低値で経過。他バイタルサインの異常なし。日中傾眠がちに過ごしている事多く、覚醒促している。経管栄養はトラブルなく施行。両足背・手の浮腫著明にあり。
＜新入院患者様情報＞
氏　　名：中居　亮子（なかい　りょうこ）様

　生年月日：昭和11年5月14日　83歳

　病　　名：混合型認知症

　性　　別：女性

　主治医　：金Dr（サポート医：田名部Dr）

　入院形態：医療保護入院

　病　　棟：東病棟Cユニット

(経過）

　H31.4.29鑑別診断目的にて当院初診するが、薬物療法について家族へ提案したところ、家族の意向で希望されずその後通院なく経過。R1.12.23長女様より連絡あり。故意に物音をたてることや歩行状態の悪化、震え、誰もいない場所に向かって声を掛けたり手を振る動作、昼夜逆転、異常な執着心等の元々あった症状が以前より増悪していると相談あり。また、翌12/24高齢者支援センター職員より連絡あり。包丁を持ちながら、夫様に対して「死ぬ時は一緒に連れていくからね」と話したり、夫様が入浴中に浴室や脱衣室のドアを開けて、外からも見えるようにするといった嫌がらせもあり、家族が対応に疲弊しているとのことで、再度受診希望あり。R2.1.6に受診となるが、家族様より入院治療希望あり。

環境・薬剤調整目的にてR2.1.22 11:48東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。
※家族洗濯（オムツ使用無し）
※買い物3千円/月
※インフルエンザ予防接種：入院前に済み
※緑内障、よしの整形外科に受診歴あり。ただし本人のみ受診していた為、最終受診日や受診の詳細は不明。金Drへ受診について確認し、帰院しなくなる可能性もある為、現段階では受診せず経過観察、今後の本人の状態を見て受診検討するとのこと。
